
（別 紙） 

通学路における緊急合同点検等実施要領 

 

１．実施対象 

  全ての公立小学校及び公立特別支援学校小学部の通学路 

※通学路は，各学校又は教育委員会において指定しているものを指す。 

なお，国立及び私立の小学校の通学路についても，各学校及び学校の設置者の判断により，公

立に準じて実施する。 

また，小学校及び特別支援学校小学部以外の公立学校並びに小学校以外の国立学校及び私立

学校についても，地域や学校の実情等を勘案し，必要に応じて実施するものとする。 

 

２．実施期間 

 下記３．（1）及び（2）について，平成 24 年 8 月末までに実施する。 

 

３．実施内容（参考２ フローチャート図 参照） 

(1) 学校による危険箇所の抽出 

学校は，保護者等の協力を得て通学路の点検を実施し，主として交通安全の観点から危険がある

と認められる箇所を抽出し，抽出した危険箇所の内容，学校として考える合同点検の要否を市町村

教育委員会（特別支援学校小学部については当該学校を設置する地方公共団体の教育委員会。

以下同じ。）に報告する。 

危険箇所の抽出に当たっては，地域の実情に応じて参考３に掲げる観点を参考としてください。 

なお，本年度，既に，学校において，通学路の点検等を実施している場合は，その実施内容や状

況等に応じて，その結果をもって危険箇所の抽出に代えることができる。 

（2）合同点検の実施及び対策必要箇所の抽出 

市町村教育委員会は，学校からの報告を受けて，学校，保護者，道路管理者及び地元警察署に

よる合同点検の実施を調整する。合同点検の実施に当たっては，できる限り地域住民等の参画を得

るものとする。合同点検では，調整した危険箇所を点検し，その中から，学校，道路管理者及び地元

警察署で協議の上，対策の実施について検討する箇所を対策必要箇所として抽出する。 

なお，本年度，既に，学校，道路管理者及び地元警察署が合同で，通学路の点検等を実施して

いる場合は，その実施内容や状況に応じて，その結果をもって合同点検及び対策必要箇所の抽出

に代えることができる。 

（3）対策メニュー案の検討 

市町村教育委員会及び学校は，相互に連携し，また，保護者等の協力を得て，（2）で抽出した対

策必要箇所について，道路管理者及び地元警察署から技術的な助言を得つつ，対策メニュー案を

検討する。 



（4）対策案の作成 

 市町村教育委員会及び学校は，相互に連携し，また，保護者等の協力を得て，（3）で検討した対

策メニュー案について，道路管理者及び地元警察署と連携・協力の上，地元住民との調整を図り，

対策案を作成する。市町村教育委員会及び学校は，作成した対策案について，道路管理者及び地

元警察署に対して要望を行う。 

（5）対策の実施 

 市町村教育委員会，学校，道路管理者及び地元警察署は，（4）で作成した対策案に従って計画

的に対策を実施する。その際，市町村教育委員会及び学校は，保護者等と連携を図るものとする。 

なお，上記（3）～（5）の対策の検討等に当たっては，防犯，防災等の側面にも留意する。 

 

４．実施状況の報告 

学校は，合同点検の実施状況等について，教育委員会による取りまとめを経て，文部科学省に報

告する。報告する内容等については，別途連絡する。 

 



（参考１） 

平成２４年度文部科学省交通安全業務計画（平成 24 年３月 30 日策定）（抄） 

 

第３ 主要対策 

１ 安全な道路交通環境づくりの促進 

（1）通学通園路における交通安全の促進 

ア 通学通園路の設定と安全点検 

（ア）社会資本整備重点計画法（平成 15 年法律第 20 号）に基づく社会資本整備事業の実施に際し

ては，交通安全対策基本法に基づいて設けられている都道府県，市町村の交通安全対策会議

又は市町村学童園児交通事故防止対策協議会を活用して，教育委員会等の意見が反映される

よう努める。 

（イ）市町村の教育委員会においては，学校に対し，当該学校の所在する地域の実情を十分考慮し

て幼児児童生徒の通学通園路及び登下校の時間帯を設定し，必要に応じ道路管理者，警察等

と共同して，定期に安全点検を実施するよう指導するとともに，その結果について報告を求める。 

また，前述の報告をもととし，必要に応じ，管内国公私立の学校の通学通園路の変更や交通

安全施設の新設又は改修などの環境の改善及び登下校の時間帯の調整を図る。 

（ウ）都道府県の教育委員会は，市町村の教育委員会において，（イ）によって調整した当該区域内

における通学通園路及び登下校の時間帯のうち，自動車の通行を禁止する等の措置を必要と

する区間及び時間帯について，市町村の教育委員会と地元警察署との間で十分協議させ，その

実現のための具体的措置についての意見をまとめさせるとともに，これを都道府県の教育委員会

に報告させる。 

（エ）都道府県の教育委員会においては，（ウ）の報告に基づき警視庁，道府県警察本部と協議し，

都道府県の公安委員会による自動車の運行禁止の区間及び時間帯が適切なものとなるような措

置が講じられるように努める。 

（カ）以上の措置を実施するに当たっては，必要に応じ，都道府県交通対策協議会，市町村学童園

児交通事故防止対策協議会等交通問題を協議するために設けられている組織の活用について

も配慮する。 

イ 集団登下校の実施 

集団登下校については，各学校において通学路の道路事情，交通事情，防犯環境等を具体的

に検討した上で個々の通学路ごとに実施するかどうかを決定する。 

  集団登下校を実施する場合には，道路の状況等に応じ人数等について適切な措置をとり，通学

の安全が図られるようにするとともに，幼児児童生徒が安全な行動の仕方を身に付けることができる

ようにする。 

  なお，集団登下校を実施しない場合でも，幼児児童生徒を極力一人だけにしないような対策を

講じる必要がある。 

  また，学校は，学校の設置者，警察署，ＰＴＡ，その他の関係機関・団体等と密接に連携し，適切

な計画を立て，登下校時における交通規制，保護，誘導等の確保及び防犯対策に万全を期する。 

ウ スクール・ゾーンの設定の推進とその定着化 

教育委員会，幼稚園及び小学校においては，地域の警察，道路管理者等の協力を得て，幼稚

園及び小学校を中心に周囲 500 メートルを範囲とするスクール・ゾーン（特に子どもの交通安全の

確保を図る特定地域）の設定及び定着化を積極的に推進する。 



（参考２）
ステップ１：通学路における緊急合同点検の流れ

ステップ２：緊急合同点検を受けた対策の実施検討の流れ
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（参考３） 

 

通学路の点検の実施及び危険箇所の把握・抽出に当たっての観点 

 

（1）「登下校時における幼児児童生徒の安全確保について」（平成 17 年 12 月 6 日 17 文科ス第 333

号）の別紙 第１「②通学路における要注意箇所等の把握と周知徹底」 

 

○通学路に関し，保護者や警察，自治会などの関係者の間で共通認識を得ておくべき事項

としては次のようなものが考えられる。 

・危険・要注意箇所 

道路が狭い，見通しが悪い，人通りが少ない，やぶや路地，倉庫，空地など人が身を

隠しやすい場所が近い，大型車が頻繁に通る 等 

 

（2）学校安全参考資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」（文部科学省著作権所有，平成 13

年発行，平成 22 年改訂）の別表 ３ 通学の安全管理（1）「通学路の設定と安全確保」 

 

（通学路の設定） 

○通学路の条件 

・できるだけ歩車道の区別がある 

・区別がない場合，交通量が少ない，幅員が児童生徒等の通行を確保できる 

・遮断機のない無人踏切を避ける 

・見通しの悪い危険箇所がない 

・横断箇所に横断歩道，信号機が設置されたり，又は，警察官等の誘導が行われたりしている 

・犯罪の可能性が低い など 

（通学路の安全確保） 

○交通事故防止等にかかわる安全確保のための方策 

・通学路を表示する標識を適切な箇所に設置する 

・場所や状況により交通規制を要請する 

・特に危険な箇所では，警察官等による誘導や指示，交通安全や犯罪防止のために必要

な設備等の設置を要請する 

・障害物の放置，工事状況，催し物の実施等に関連して，通学路を点検し適切に対処する

・保護者，関係機関等との情報交換，情報処理を円滑に行う体制を確立する など 
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